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連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
「
い
じ
め
」
問
題
。

悲
惨
な
状
況
が
報
道
さ
れ
る
た
び
に
、
目
を
覆
い
た
く
な

る
よ
う
な
陰
湿
さ
に
、
誰
も
が
痛
み
を
感
じ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。「
相
手
を
受
け
入
れ
る
」「
赦
す
」「
相
手
を

思
い
や
る
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
専
売
特
許
の
よ
う
に
も

思
え
ま
す
が
、
同
時
に
そ
の
難
し
さ
を
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　
熊
本
に
あ
る
九
州
学
院
の
元
英
語
教
師
の
谷
口
恭や
す

教の
り
先

生
が
、
こ
ん
な
話
を
記
し
て
い
ま
す
。

　
あ
る
冬
の
放
課
後
の
こ
と
で
す
。
あ
る
紡
績
会
社
の
人

事
部
の
人
が
、
谷
口
先
生
を
訪
ね
て
来
ま
し
た
。
野
球
部

員
で
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
と
い
う
話

で
し
た
。
高
校
三
年
生
の
人
は
ほ
と
ん
ど
大
学
受
験
に
出

か
け
、
就
職
希
望
の
人
が
残
っ
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
早
速
監
督
に
電
話
す
る
と
、「
も
う
あ
ら
か
た
進

学
も
就
職
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
一
人
だ
け
残
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
会
社
の
野
球
部
の
戦
力
と
し
て
お
使
い

に
な
る
の
な
ら
、
彼
を
推
薦
で
き
ま
せ
ん
。
彼
は
三
年
間

補
欠
で
、
い
っ
ぺ
ん
も
試
合
に
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
」
と
。
そ
れ
を
聞
い
た
会
社
の
人
事
部
の
人
は
目

を
丸
く
し
て
言
い
ま
し
た
。「
そ
う
で
す
か
。
三
年
間
も

ベ
ン
チ
を
温
め
て
、
一
度
も
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
立
た

な
か
っ
た
。
よ
く
辞
め
な
い
で
…
…
、
辛
い
こ
と
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
に
。
え
え
、
そ
の
方
、
う
ち
の
会
社
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
な
あ
に
、
野
球
部
だ
け
を
強
め
よ

う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
将
来
、
我
社
を
支
え
て

く
れ
る
人
を
探
し
て
い
た
ん
で
す
。
こ
の
人
な
ら
幹
部
候

補
に
な
り
ま
す
。
そ
の
人
は
、
涙
を
知
っ
て
い
ま
す
よ
。」

彼
の
就
職
は
即
座
に
決
ま
り
ま
し
た
。（『
生
き
る
っ
て
い

い
も
ん
だ
』
よ
り
）

　
人
の
目
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の
評
価
で
映
る
も
の
も
、
見

る
角
度
、
立
場
を
変
え
れ
ば
、
そ
れ
は
別
の
評
価
に
も
な

り
得
る
よ
う
で
す
。
出
番
の
な
か
っ
た
野
球
選
手
も
、
見

る
人
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
大
き
な
出
番
と
な
っ
た
の
で
し

た
。
す
る
と
「
い
じ
め
」
の
問
題
に
も
光
が
見
え
な
い
で

し
ょ
う
か
。
い
じ
め
は
、
あ
る
意
味
で
は
、「
場
所
の
喪

失
」
と
言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト

教
が
、
聖
書
が
語
る
と
こ
ろ
は
、
場
所
の
回
復
、
救
い
で

あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
何な
ん

人ぴ
と

も
見
過
ご
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
場
所
の

喪
失
者
に
な
る
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
側

に
立
っ
た
と
き
の
痛
み
を
共
有
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
掛
け
替
え
の
な
い
一
人
で
あ
る
こ
と
を
誰
も
が
評
価

で
き
る
、
そ
ん
な
「
相
手
を
受
け
入
れ
る
」「
相
手
を
思

い
や
る
」
心
を
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。



　
私
の
担
当
し
て
い
る
教
会
は
郡
山
と
小

名
浜
に
あ
り
ま
す
。
郡
山
市
に
は
郡
山
セ

ン
ト
ポ
ー
ル
幼
稚
園
が
あ
り
、
そ
こ
で

チ
ャ
プ
レ
ン
を
し
て
お
り
ま
す
。
福
島
県

は
3
月
14
日
ま
で
の
3
回
の
水
素
爆
発
に

よ
り
土
壌
汚
染
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

段
階
に
達
し
ま
し
た
。
空
間
線
量
が
減
少

し
た
と
は
言
え
、
現
在
も
人
の
住
め
る
レ

ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
稚
園
・
教
会

の
あ
る
麓は

山や
ま
は
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う

な
高
濃
度
汚
染
地
域
に
あ
り
ま
す
。

　
最
も
心
し
た
の
は
幼
稚
園
の
園
児
を
守

る
こ
と
で
し
た
。
園
庭
表
土
を
剥
ぎ
取
り

除
染
し
ま
し
た
。
昨
年
は
毎
朝
、
子
ど
も

た
ち
の
登
園
前
に
高
圧
洗
浄
器
で
園
舎
の

洗
浄
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
対

策
を
し
て
も
、
一
年
間
、
園
児
は
外
遊
び

が
で
き
ず
、
耐
え
が
た
い
ほ
ど
の
ス
ト
レ

ス
に
晒
さ
れ
ま
し
た
。
公
園
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
の
姿
が
消
え
、
立
入
禁
止
の
ロ
ー

プ
が
張
ら
れ
た
ま
ま
で
す
。
風
評
被
害
や

放
射
能
に
ま
つ
わ
る
差
別
に
、
福
島
県
民

は
深
く
傷
つ
い
て
い
ま
す
。

　
3
月
11
日
を
振
り
返
っ
て
、
私
が
学
び

取
っ
た
こ
と
を
お
分
か
ち
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
①
思
い
や
り
＝
お
互
い
の
安
否
を

問
い
ま
し
た
。
②
絆
＝
互
い
に
助
け
合
い
、

一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
③
喪
失
感
＝
自
分
の
世
界
に

気
付
き
ま
し
た
。
④
家
族
・
家
・
故
郷
＝

生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
始
め
ま
し
た
。

⑤
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
…
…
＝
寄

り
添
っ
て
生
き
る
こ
と
へ
の
後
ろ
め
た
さ

と
罪
悪
感
が
心
に
芽
生
え
始
め
ま
し
た
。

⑥
神
の
悲
し
み
＝
近
隣
の
人
々
の
苦
し
み

や
悲
し
み
を
共
有
で
き
て
い
な
い
自
分
に

気
付
き
ま
し
た
。
⑦
個
人
の
思
い
＝
原
発

は
良
き
関
係
を
破
壊
し
ま
す
。
⑧
危
う
い

絆
＝
相
手
を
無
条
件
で
受
け
入
れ
る
こ
と

の
難
し
さ
。
⑨
祈
り
＝
信
じ
る
こ
と
。

　3月11日に地震発生から数十分後、
大津波が福島県大熊町、双葉町にまた
がる福島第一原発を襲いました。全電源
を失った原発は炉心が溶融し、水素爆発
によって次々と建屋が破壊されました。
　原発事故によって高濃度に汚染された
福島県内で、今も教会と幼稚園、近隣
の方々を守るべく闘っておられる越山健
蔵司祭をお招きし、お話しを伺いました。
（2012年 4月26日　東京教会で開催）
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フクシマのいま！
日本聖公会　郡山聖ペテロ・聖パウロ教会　越山建蔵司祭



　
葬
儀
と
は
、
通
過
儀
礼
と
し
て
の
葬
送

儀
礼
と
考
え
ら
れ
る
。「
死
」
は
、
自
ら

の
死
で
あ
る
「
一
人
称
の
死
」
と
、
家
族

を
含
め
親
し
い
者
た
ち
の
死
で
あ
る
「
二

人
称
の
死
」
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
死
は
葬
送
を
通
し
て
、「
死
の
プ
ロ
セ

ス
」
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
た
め
に
は
長
い
期
間
が
必
要
と

な
る
。

　
葬
送
儀
礼
の
聖
書
的
裏
付
け
を
考
え
て

み
よ
う
。
聖
書
に
は
葬
送
の
方
法
に
つ
い

て
直
接
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
至
る

所
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
聖

書
が
葬
儀
を
軽
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
新
約
聖
書
で
は
、
や
も
め
の
息
子

を
生
き
返
ら
せ
る
奇
蹟
（
ル
カ
七
章
）
や

ラ
ザ
ロ
の
甦
り
（
ヨ
ハ
ネ
一
一
章
）、
主

の
埋
葬
の
準
備
と
し
て
の
ナ
ル
ド
の
香
油

（
ヨ
ハ
ネ
一
二
章
）、
主
の
遺
体
の
埋
葬
な

ど
、
葬
送
に
関
す
る
記
述
が
各
所
に
見
ら

れ
る
。
そ
こ
に
新
約
聖
書
の
葬
送
に
関
す

る
原
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
中
風
の
人
を
癒
し
た
際
、
連
れ

て
き
た
人
々
の
信
仰
を
見
て
イ
エ
ス
は
癒

し
て
お
り
、
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
葬
儀
に

お
い
て
も
信
者
で
な
い
人
の
葬
儀
を
考
え

る
際
に
参
考
に
な
る
。
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ

は
世
話
を
し
た
人
の
宗
教
を
聞
き
、
そ
の

宗
教
で
葬
儀
を
行
う
。
マ
タ
イ
25
章
に
あ

る
よ
う
に
、
ど
の
宗
教
で
あ
ろ
う
と
亡
く

な
ろ
う
と
し
て
い
る
人
に
し
た
こ
と
は
イ

エ
ス
に
し
た
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ

が
こ
れ
か
ら
の
対
応
の
手
掛
か
り
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
、
ペ
ッ

ト
の
葬
儀
は
、
残
さ
れ
た
人
の
た
め
の
儀

礼
で
あ
り
、
二
人
称
の
死
か
ら
言
え
ば
当

然
や
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
通
夜
が
明
確
で
な
い
こ
と
は
問
題
で
あ

る
。
通
夜
を
通
し
て
人
は
亡
く
な
る
。
こ

れ
が
軽
視
さ
れ
る
と
、
残
さ
れ
た
人
が
死

を
受
け
入
れ
る
時
間
が
無
く
な
る
。
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現代葬儀の多様性とその対応
講師：井上彰三氏

2012年2月17日　午後1時30分〜3時30分　市ヶ谷センター

講師紹介　井上彰三氏は、ルーテル
学院大学、同志社大学で研鑚を積ま
れ、日本のキリスト教葬祭の土着化に
ついて研究しておられます。著書に
は『心に残るキリスト教のお葬式と
はー葬儀の神学序説』があります。

講演会／定例会へのお誘い
日本キリスト教連合会では、毎年 3 回の講演会／定例会を開催し
ております。キリスト教界のホットな話題や、知っておかなければな
らない宗務行政の動きなどを取り上げ、それぞれの分野の専門家の
講師を迎えて語っていただきます。
加盟されている教団・教会にはダイレクトメールでご案内を差し上げ
ます。ホームページにも随時掲載し、ご案内いたします。ぜひご参加
ください。



は、ここは治外法権ではないので、私たちは、
どんな宗教施設であろうと捜査、逮捕する権
限をもっていること、ある確実な情報で、貝
塚教会に OO( 個人名 )( 後に 6 月 5 日の警
察署長、県警の刑事部・組織犯罪対策本部・
国際捜査課長同席のもとに申し入れ書を提出、
面談をしたときに個人名、住所は特定されて
いなかったと判明 ) という非正規滞在者が日
曜日のミサにきているということでここに来
たのだと述べていました。
　主任司祭は、教会管理者として、警察のよ
うな国家権力が教会の敷地にはいり、捜査す
ることは、宗教活動の侵害になり、信教の自
由を侵す行為であり、すぐに敷地内から出て
行くべきだと彼らに伝えました。捜査員は、
それなら容疑をかけられた外国籍の人に敷地
外に出て行くように敷地管理者として勧めろ
と強い口調で述べました。それを断るとあな
たは、彼をかばうのかと犯人隠匿であるとほ
のめかしました。
　それでも執拗に容疑をかけられた外国籍の
方に職務質問を威圧的にかけつづけており、
周りにいたフィリピン人の女性も抗議しまし
たが、捜査を妨害するのかと彼女に詰め寄り、
主任司祭に対しても、同様に捜査を妨害する
のか、容疑をかけられた外国籍の人が非正規
滞在であるのを知っていたのかと威圧的な態
度で詰め寄られました。また、教会委員長も
その場にいて、彼に対しても、捜査員は、邪
魔をするのなら公務執行妨害で逮捕すると言
われたそうです。このようなことが、30-40
分ほど続き、最終的に捜査員が警察署の上司
と連絡をとり、旅券、外国人登録証不携帯で、
教会敷地内で緊急逮捕、警察署に連行。この
一部始終を数人の日本人信徒、多くの外国籍
信徒の方も目撃しています。
　カトリック横浜司教区
　　カトリック貝塚教会 主任司祭　本柳孝司

　２０１２年６月５日、神奈川県川崎臨港警
察において、申し入れを行いました。
　面談内容としては、警察側からは今後の捜
査のあり方の参考とするために、神奈川県警
察本部より外国人犯罪の捜査責任者である国
際捜査課長が同席する旨の説明がありました。
　教会側から本山署長及び福島課長に、申入
書（省略）を交付し、両名は申入書の内容を
確認しました。その後、教会側より申入書に
基づいて、若干の説明を行った後、意見交換
を行いました。
　警察側は、「今回の逮捕行為により、関係者・
信者に対して不快な思いをさせたことについ
て遺憾に思っている。配慮が足りなかった。」
旨のコメントがなされましたが、立入行為自
体が違法であるとの認識を持っていない様子
でした。

警察庁からの回答書
　　警察庁刑事局組織犯罪対策部
　　　国際捜査管理官　警視長　白川靖浩
　先般いただきました国家公安会委員長及び
警察庁長官宛の要請書につきまして、担当責
任者である私からご連絡申し上げます。
　今回の要請を受けまして、松原国家公安委
員会委員長とも相談の上、警察庁において検
討し、全国警察に対し、別添を内容とする通
達を発出しましたのでお知らせします。
　警察庁としましては、今後とも、信教の自
由を始めとした憲法で保障された基本的人権
を尊重した警察活動を全国警察に対して徹底
してまいりたいと考えております。
＊註（別添「通達」文書には、宗教施設で発
生した不適正事案に対し、神奈川県警察は施
設管理者に陳謝したこと、警察活動に当たっ
ては信教の自由に留意し、再発を防ぐべく的
確な指揮を執ることが記されています。）
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報告
●● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●

日本キリスト教連合会の抗議声明
ー事件の経過報告と抗議声明を転載し報告しますー

川崎港湾警察署警察官による
信教の自由侵害への抗議声明

　カトリック中央協議会・日本聖公会・プロ
テスタント諸派で構成する日本キリスト教連
合会は、日本国憲法第２０条が保障する信教
の自由と政教分離の原則のもとに、キリスト
教文化の振興を図り、宗教法人の適正な管理
運営に寄与するとともに我が国における基本
的人権の根幹である信教の自由を尊重し擁護
する責任を託されている。
　去る５月２７日の午後、聖日の宗教行事に
続く時間帯にカトリック貝塚教会の境内地に
おいて、宗教施設管理者である主任司祭の制
止を無視し、多数の信者がいる中でなされた
警察官６名による非正規滞在の容疑者に対す
る職務質問及び信教の自由を無視する警察官
の威圧的な言動並びに境内地においてなされ
た令状なしの逮捕は、憲法が保障しすべての
国政において最大に尊重されなければならな
い信教の自由を著しく踏みにじり、我が国の
基本的人権の保障に暗雲をもたらす行為であ
る。
　去る６月１２日付回答文の中で川崎臨港警
察署長は、一連の行為が不適切であったこと
を認めたものの、この際、いかなる公権力の
正当な権限に基づく調査・検査であっても、
宗教団体の神聖な領域に干渉したり、宗教法
人の特性及び慣習を無視し信教の自由を妨げ
ることにならないように厳重に注意を促すも
のである。
　日本キリスト教連合会は、宗教活動中の境

内地に警察官が立ち入り、聖職者の制止に対
して、警察官が威圧的な言動をもって信教の
自由を侵害したことを重大なことと受け止め、
ここに強く抗議するものである。
　２０１２年６月１９日　　　　　　　　　
　日本キリスト教連合会　委員長　渡邉純幸

警察官によるカトリック貝塚教会
敷地内での捜査および、逮捕行為の報告

　5 月 27 日 ( 日 )、12 時 30 分頃、川崎臨
港警察の捜査員 6 〜 8 名が、教会敷地内に
はいり、ある非正規滞在の容疑がある外国籍
(フィリピン)の方に対して、職務質問(捜査)
を行いました。当日は 1 時 30 分からのミサ
があり、その後フラワー・デ・マヨという祭
りのパーティーが行われ、12 時頃からその
準備が行われていました。敷地内というのは、
教会の門に入り、すぐ左手の中庭です。そこ
でフィリピン人数名がバーベキューの用意を
していました。また、当日は子供たちもこの
祭りのために着飾って行列をするという行事
があり、十数人の子供たちがすでに教会に来
ておりました。
　最初、2 名の捜査員が非正規滞在の容疑が
ある外国籍の方を目指し敷地内に入り、その
後、他の捜査員が入ってきたようです。主任
司祭はそのときは、司祭執務室におりました。
　その後、信徒からその事実を聞き、捜査員
のもとに向かい、教会 ( 宗教施設 ) 施設内で
捜査行為をすることは許されない旨を捜査員
たちに伝えました。その際、捜査令状、逮捕
令状が無いことが判明しました。ある捜査員

カトリック貝塚教会で発生した信教の自由侵害について

5
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　平成 7 年の宗教法人法の改正に伴い、宗
教法人の備え付け書類、閲覧、所轄庁への提
出書類等が定められました。しかし、他の公
益法人が定められた会計基準に基づいて行っ
ているのに対し、宗教法人にはこれといった
会計基準がありません。現実には、それぞれ
の宗派や教団で独自に定めたルールに基づい
て会計処理が行われています。そうした理由
から、税務調査などで疑いの目で見られたり、
混乱が生じたりしているようです。
　日本キリスト教連合会では、公認会計士、
税理士、行政書士など専門家を交えた検討委
員会を立ち上げて、教団・教会で活用しても
らえるような「会計基準」の検討を始めまし

　宗教法人である教会も人格なき社団である
教会も原則として納税義務があることを理解
した上で、宗教法人に与えられている非課税
制度がどういうものか正しく理解して管理運
営することが大切です。宗教法人の非課税制
だけを声高に主張して、自らの義務を軽視し
ていることがあってはキリスト教会の「証し」
になりません。
　最近、マスコミは、宗教界の収益事業の実
態や宗教界のスキャンダルを意図的に報じ、
宗教に課税せよというキャンペーンを展開し
ています。キリスト教会は宗教法人に関する

非課税制を正しく理解し、非課税制の必要を
主張すべき時ではないでしょうか。
　講演の内容は、①宗教法人はなぜ非課税か。
②献金が課税されない理由。③宗教法人の公
益事業と収益事業のちがい。④他の公益法人
と宗教法人の非課税制とを比較すると。⑤登
録免許税の非課税に必要な「境内地境内建物
証明書」。⑥不動産取得税の非課税に必要な

「非課税申告」。⑦固定資産税・都市計画税の
非課税に必要な「非課税申告」。⑧献金袋に
課税。⑨法定外文書（お尋ね文書）の扱い。
⑩宗教界を取り巻く課税の動きについて。

た。教会には長い伝統があり、また規模の違
いもあります。教会によっては専門の会計担
当者を置いているところもありますが、牧師
が片手間にやっている場合もあります。また
複式、単式という簿記の形式の違いもありま
す。基準作りは、決して容易な作業ではあり
ませんが、キリスト教会の証しのためにも、
公正な会計処理が見えるような会計基準を策
定したいと、現在努力中です。今年度中に成
文化できるように作業を進めております。
　背伸びせずに活用できるような、会計の原
則を明快に打ち出した基準を目ざしています。
出来上がりましたら、ぜひご検討くださり、
参考にしていただければ幸いです。

「キリスト教会の会計基準」を準備中
検討委員会メンバー：繁田勝男、長岡淳三、佐藤丈史、矢木良雄

宗教法人が関係する非課税制の実際
講師：佐藤丈史氏

2012年7月12日　午後1時30分〜3時30分　日本福音ルーテル東京教会

講師紹介　法人事務・会計実
務研修会の講師としておなじ
みの佐藤丈史氏に、最近の宗
務行政の動きについて語って
いただきました。
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2012年秋　第38回 法人事務・会計実務研修会

第37回 法人事務・会計実務研修会

　ご好評を頂いております「法人事務・会計実務研修
会」は、今年 2012 年秋に第 38 回の研修会が開催さ
れます。会場は富士箱根ランドを予定しております。
　昨年、参加を見送られた教団・教会の皆さまも、今
回はぜひご参加ください。開催は 9 月を予定しており
ます。ご案内は 8 月を目途にお送りいたします。

■ 日時　2012 年 9 月 25 日（火）〜 27 日（木）
■ 会場　富士箱根ランド　スコーレプラザホテル

参加してよかった！　とても役に立った！

　昨年秋に箱根で開催された「法人事務・会計実務研修会」は、全国から参加された皆さまと、
3日間の集中した学びの時となりました。個別指導もあり、日ごろ不確かなままになっているこ
とや疑問に思っていることを、じっくりと説き明かしてもらうことができました。一度では消化しき
れないほど密度の濃いクラスでした。休憩時間には箱根の秋を楽しむことができました。
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編集後記
　今回は、神奈川県川崎市にあるカトリック
貝塚教会で起きた、信教の自由への侵害問題
を取り上げました。基本的人権を踏みにじる
警察権力の行使に対しては、断固たる声を上
げていきたいと思います。紙面の制約があり

十分ではありませんが、掲載した文章をお読
みください。
　日本を取り囲む国々とのきな臭いニュース
が飛び交う昨今ですが、平和を造り出すもの
として、今後も良き証しを立てる日本キリス
ト教連合会でありたいと思います。（矢木）

日程・会場ともまだ決定さていませんが、秋にま
た充実した学びの機会を設けたいと願っています。

日本キリスト教連合会News

●日本キリスト教連合会役員（2012 年度）
　委員長　　渡邉純幸（日本福音ルーテル教会）

　常任委員　相澤牧人（日本聖公会）

　　　　　　久保公平（日本バプテスト連盟）

　　　　　　佐藤丈史（浜田山キリスト教会）

　　　　　　白川道生（日本福音ルーテル教会）

　　　　　　広瀬　薫（日本同盟基督教団）

　　　　　　藤盛勇紀（日本基督教団）

　　　　　　清川泰司（カトリック中央協議会）

　　　　　　矢木良雄（イムマヌエル綜合伝道団）

＊日本キリスト教連合会へのお問い合わせは
162-0842
東京都新宿区市ヶ谷砂土原町1-1 日本福音
ルーテル教会内「日本キリスト教連合会」へ。

▼日本キリスト教連合会の活動
・年6回の常任委員会
　4月、5月、7月、9月、11月、2月（変更あり）
・年2回の定例会（7月と2月に開催）
・法人事務・会計実務研修会（秋に開催）

2013年秋　第39回 法人事務・会計実務研修会

■ 日時　2013 年秋に開催の予定
■ 会場　富士箱根ランド（未定）

2 月定例会のテーマ・講師はまだ決まっておりませんが、最近のキリスト
教界の動向を見据えながら、皆さまのご期待にそえる、アップ・トゥ・デ
イトなテーマを考えていきます。ご期待ください。

2013年2月に開催　午後1時30分〜3時30分
日本福音ルーテル教会　ルーテル市ヶ谷センター（予定）

東京都新宿区市ヶ谷砂土原町1-1


